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は じ め に

技術革新やサービス経済化が進展するに伴い、就業形態の多様化が進むなど、労働市場

には様々な変化が起こっています。そのような中で労働者の雇用の安定・拡大を図るため

には、労働者それぞれの適性や職業経験等に応じて自らが職業生活設計を行い、これに即

した職業選択や職業訓練の受講等の職業能力開発を効果的に行うことができるように、相

談体制の充実を図るとともに、情報提供を行っていくキャリア･コンサルティングを充実

させることが重要になってきます。

また、キャリア･コンサルティングを行う際には、若年者、中高年齢者といった年齢層、

労働者が個々に持つ経験を背景とした職業生活等の特性やパートタイム労働、派遣労働、

在宅就業等の多様な就業形態など、さまざまなライフスタイルに配慮することも必要です。

そこで、本研究では様々のライフスタイルがある中から、年齢層別のライフステージに

着目した、それぞれの年代におけるキャリア形成支援の方向性を探るため、実態調査を行

い、相談者の方々のライフステージに応じたキャリア形成と支援について検討いたしまし

た。この報告書が、相談を担当する方々を初めとして、キャリア・コンサルティングに携

わる方々に広く役立つことができれば幸いです。

末尾ながら御多忙中にもかかわらず、本研究のアンケート調査及びヒアリング調査に御

協力くださいました皆様及び本研究遂行に御尽力いただいた関係者各位に心より御礼申し

上げます。

2006年2月

職業能力開発総合大学校

能力開発研究センター

所　長　　重　　　律　男
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